
第５次幸手市総合振興計画市民検討会議 第５回記録    平成２５年４月２４日（水） 

                            １９：００～２１：００ 

 

１．オリエンテーション（市からの情報提供） 

・第５回会議のテーマ「提言書（案）」に関する情報提供を行いました。 

 

２．検討会議 

① 前提条件 

・これまでの市民検討会議で皆様からいただきました意見を、「市民主体」「行政主体」の

取り組みアイデアとしてとりまとめ、提言書(案)を作成しました。 

 

② 意見交換 

・提言書（案）の内容について、修正意見をいただきました。また、重要だと思う項目に、

シール投票を行いました。 

・修正された提言書（案）は、後日、市長への提言書として石川委員長、奈良副委員長よ

り渡辺市長に提出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言書の内容の説明風景 提言書（案）に書き込まれた意見 



 

③ 検討結果 

・検討した結果、以下のような主な意見・提案がありました。 

 市民主体 行政主体 

テーマ１ 

活気と活力のあるま

ちをつくるために 

 

・高齢者から、賑やかだった

頃（幸手宿の頃）の貴重な

話を聞くことができるミニ

資料館を設置する。 

・幸手市の名物として、市外

の一般市民の手形を取り、

市内にその手形を飾ってお

くことで、市外の方が何度

も幸手にきてもらえるまち

づくりを行う。 

・コミュニティビジネスなどの

起業や経営の課題をテーマ

にして、トークカフェを開催

する。 

・障がい者が就労できるスペー

スを確保する。 

 

 

 

 

テーマ２ 

安全・安心なまちを

つくるために 

・公設民営の自由に利用しや

すいバスを運行する。 

・自治会館掲示板等に、交通安

全・防災・防犯情報を適宜出

していく。 

・災害時に、帰宅困難者が出たと

きの対応を迅速に行う体制づ

くりを構築する。 

テーマ３ 

みんなでまちをつく

るために 

 

 

・民間のホームページなどを

活用して、もっと市長を含

む、責任ある立場の人が情

報提供をする場を設ける。

・民間・ＮＰＯが市と協働で

きる事業を増やす。 

 

・市のホームページを活用し、

年間の協働に関する予定を市

民にお知らせ（情報提供）し

て、参加してもらいやすくす

る。 

・「まちづくり推進支援担当」を

新たに設置する。 

 

 

 

 

 


